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1.　は じ め に
　一般の人がアメリカのビジネススクールを知る
上で有名なのは，USニュースやビジネスウィー
クなどの雑誌が行うランキング調査だろう。例え
ば，ビジネスウィークの 2012 年度のランキング
（‘The Best Business Schools 2012’）では，トッ
プ 30 のビジネススクールの卒業生の給与から，
キャリア・オフィスへの評価，さらには，企業と
学生からの評価までと，多様な調査結果の総合が
公表されている。
　アメリカの雑誌や記事，ウェブでは，有名ビジ
ネススクールの情報を詳細に知ることができる。
しかし，それはアメリカ全体のビジネススクール
を代表したものではない。
　アメリカにはビジネススクールが 600 校から
800 校もあると言われているが，トップスクール
以外のビジネススクールの実態はどうなっている
のか。どうすれば，それを知ることができるか。
また，アメリカでは学部にもビジネススクールが
存在するが，それと大学院（ビジネススクール）
との関係はどうなっているか。学生や企業はビジ
ネススクールに対して，どのように考えているか。
　本稿では，アメリカ（北米）のビジネススクー
ル全体の概要を知ることが目的である。そのた
めに，既存のデータの分析を行う。分析の対象は，
ビジネススクール，学生，企業である。トップス
クールだけではない，一般のビジネススクールの
中にこそ，その実像が隠されていよう。
2.　研究の方法
　研究の方法としては，ビジネススクール，学生，
企業に関するデータを分析することが中心である。
本稿におけるデータとは，AACSB International
（2012）とGMAC（Graduate Management 
Admission Council）調査（2005 ～ 2011）のこと
である。
　AACSB （The Associat ion to Advance 
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Collegiate Schools of Business）は 1916 年に創
立され，世界 30 カ国以上，500 以上の教育機関
をメンバーとし，世界各国のMBA（Master of 
Administration：経営学修士）教育機関を独自に
評価し認定している組織のことである。2011 年
の AACSB の会員の中には，学部から博士課程
のいずれかの組織で，ビジネス関連の学位を発行
しているアメリカの 506 校と，アメリカ以外のビ
ジネススクール 192 校が存在している（AACSB 
International, 2012）。
　本稿では，アメリカのビジネススクールの概要
として，①ビジネススクールの数，②人気のある
プログラム，女性と外国人，を考察する。これら
は，AACSB International（2012）のデータ分析
が中心である。
　学生と企業に関しては，GMAC調査のデータ
分析が中心である。英語圏のビジネススクール
に入学するために必要なテストである GMAT
（Graduate Management Admission Test）を
主催しているのが GMAC である。GMAC が
ウェブ上で公表しているデータには，① mba.
com Prospective Students Survey（2011），②Alumni 
Perspectives Survey（2011），③Corporate Recruiters 
Survey（2011），④Profile of Graduate Management 
Admission Test（2005-2010），⑤Application Trends 
Survey（2010），⑥Global Management Education 
Graduate Survey（2011），がある。これら各調査
における調査対象，調査内容，調査方法は，表 1
にまとめている。本稿では，これら 6つの調査を
まとめてGMAC調査と呼んでいる。
　GMAC 調査の対象は，世界における，①
GMAT の受講者，②ビジネス関連の大学院
（MBAなど）への入学希望者，③ビジネス関連
の大学院（MBAなど）の学生，④ビジネス関連
の大学院（MBAなど）の卒業生，⑤ビジネス関
連の大学院（MBAなど）の教員と職員，⑥企業，
である。本稿では，学生と企業に関するデータだ
けを分析している。
　ビジネススクールの学生に対しては，入学希望
者に関するデータから，①人気の高いプログラム
と入学動機，②入学への不安要因と資金，を考察
する。卒業生に対しては，①仕事の探し方と分野，
表１　GMAC調査の調査対象・内容・方法
調査名 調査対象 調査内容 調査方法
��������������������
��������������� （2011）
ビジネス関連の大学院に入学を希
望している 39,772 人の学生
入学動機，資金，仕事に対する期
待などの統計調査
mba.com に申し込みをした人に
対するサーベイ調査
� � ��� � � � � � � � � � � � � � � �
������（2011）
2000 ～ 2010 年度にビジネス関連
の大学院を卒業した 6,877 人（4
月と 9月に年 2回調査）
仕事（就職方法，就職先，給与など）
と学位（価値，スキルなど）に関
する統計調査
GMAC 調査に参加してくれたビ
ジネス関連の大学院を通したサー
ベイ調査
����� �� � � �� � � �� � � � � � �
������ （2011）
2011 年時点における世界の企業
905 社に在職する 1,509 人の社員
（米国企業 70％，欧州企業が 9％，
APEC企業が 9％）
MBA の採用状況，採用方法，将
来の方向に関する統計調査
GMAC，EFMD，MBA，CSC に
参加しているビジネススクールに
サーベイ調査（キャリアオフィス
を通して企業に調査を依頼）を依
頼
� � � � � � � � � � � � � � � � � � �
���������������������
����（2005-2010）
2009 ～ 2010 年に GMAT を受け
た 263,979 人の受講者
性別，年齢別，国籍別，地域別，
国別などによる統計調査
GMAT 受講希望者に対するサー
ベイ調査
�������������������������
（2010）
2010 年時点における 327 人の教
員からの 665 のプログラムに関す
る情報
ビジネススクールの受講者の数や
プロフィール，学生の採用方法，
マーケティング，入学率などの統
計調査
ビジネススクールの教員に対する
サーベイ調査
�� � � � � ����� � �� �� � �
��� � � � � � � �� � ���� � � �
�����y （2011）
2012 年に卒業する予定の 4,796 人
の学生（156 校のビジネススクー
ル）と 1,181 人の学生の合計，そ
のうち 1,456 人（35％）が外国籍
の学生
仕事（就職方法，給与など）と学
位の評価（スキルや能力，プログ
ラムへの評価など）に関する統計
調査
GMAT を入学試験として採用し
ているビジネススクールにサーベ
イ調査を依頼
注）筆者作成。
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②給与と学位への評価，を考察する。企業に対し
ては，①MBAホルダーの雇用，②給与とスキル，
を考察する。
3.　アメリカのビジネススクール
3.1.　ビジネススクール数
　ビジネススクールの内容は，どのように区分
されているか。AACSB による学位を発行するビ
ジネス関連のプログラムは，学部から博士まで，
8 種に区分されている（AACSB International, 
2012）。
　それらは，①Undergraduate-Level Certificate，
② Undergraduate Degree， ③ Graduate-Level 
Certificate， ④ General Integrated Master’s 
Degree， ⑤ Specialized Integrated Master’s 
Degree， ⑥ General Master’s Degree（MBA），
⑦ Specialized Master’s Degree， ⑧ Doctoral 
Degree，である（AACSB International, 2012）。
　一般にMBAと呼ぶ学位は，General Master’s 
Degree（MBA）のことで，453 学科ある。しかし，
MBAでなくとも，Specialized Master’s Degree
は 308 学科，Graduate-Level Certificate が 37 学
科存在することから，合計で 798 学科が存在す
る。さらに，学部と修士，または，修士のBusiness 
Degree Programとは異なる修士のプログラムの両
方が取得できるGeneral Integrated Master’s Degree
の 11 校と，Specialized Integrated Master’s Degree
の12学科を合計すると，821学科になる（AACSB 
International, 2012）。
　学部の Business Degree Program は，Under-
graduate Degree が 484 学 科，Undergraduate-
Level Certificate が 17 コースで，合計で 501 学
科が存在する。この調査に参加しているAACSB
の会員が 506 校であることから，ほとんどの大学
が学部でもビジネス学科を持っており，同時に，
修士で最も多い学科が General Master’s Degree
（MBA：453 コース）であった。さらに，MBA
の 他 に，Specialized Master’s Degree（308 学
科）も同時に持っている大学が多い（AACSB 
International, 2012）。
　続いて，修士のパートタイムとフルタイムの
プログラムに関して考察してみよう。MBAでは，
フルタイム（46.9％）よりもパートタイム（53.1％）
の方が多い反面，Specialized Master’s では，フ
ルタイム（66.6％）よりもパートタイム（33.4％）
が少ないのが特徴である（AACSB International, 
2012）。
　アメリカのMBA に在学中の学生の合計は
168,515 人であり（436 校），世界のMBA の在
学生の 60.7％を占める（AACSB International, 
2012）。
　以上のことから，AACSB の会員だけに限っ
た調査では，アメリカでMBAを持っている大
学は 500 校 程 度，Specialized Master’s Degree
も含めると，800 校程度存在することがわかる。
AACSB の会員以外のビジネススクールも含めた
ら，数はもう少し多くなるだろう。さらにアメリ
カのビジネススクールは，ほとんどの大学が学部
と修士の両方のプログラムを持っており，MBA
の主流は，フルタイムよりもパートタイムである
ことも特徴である。
3.2.　人気のあるプログラム
　MBAではどのような分野の学問に人気が集
まっているか。AACSB International（2012）か
ら考察することができる。
　世界中の MBA の場合（637 大学），1 位が
General Business（70.3％），2 位がManagement
（35.5 ％），3 位 が Finance（include Banking）
（23.2 ％）， で あ る。Specialized Mater’s の 場
合（460 校 ），1 位 が Accounting（65.0 ％），2
位 が Finance（include Banking）（37.8 ％），3
位 が Computer Information Systems（CIS）
/Management Information Systems（MIS）
（24.6％），である。一方，学部（636 校）では，1
位がAccounting（75.9％），2位がFinance（include 
Banking）（68.7％），3 位が Marketing（67.6％），
Management（67.1 ％）， で あ っ た（AACSB 
International, 2012）。
　MBAでは，マネジメント一般に関する知識を
学ぶのに対して，Specialized Mater’s では，会計
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や IT知識など，専門的な分野に対する人気が高
い。学部で会計に対する人気が高いのは，卒業後
すぐに職を得やすいからだろう。
3.3.　女性と外国人
　アメリカの修士における女性と外国人の比率
について考察してみよう。2008 ～ 09 年度のアメ
リカの修士の学生の合計 168,375 人のうち，女性
は 76,394 人で，全体の約 45％を占める。10 年前
（1997 ～ 98）の女性の比率が約 40％であった頃
から，女性の学生数は毎年増えている（AACSB 
International, 2012）。
　学部でも同様に，2008 ～ 09 年度の学生の合計
347,985 人のうち，女性は 170,123 人と，全体の
約 49％を占める（AACSB International, 2012）。
　修士も学部も，女性は全体の学生数の約半数を
占めている。
　また，アメリカのAACSB の会員の中のMBA
学生のうち，永住権を持っているアメリカ市民は
87.1％であり，永住権を持っていないアメリカ市
民以外は 12.9％であった（AACSB International, 
2012）。
　なお，外国人がアメリカで学ぶ分野として
最も人気が高いのは（全ての学問分野を含め
る ），Business and Management（21.5 ％） と
Engineering（18.7％）で，それ以外の分野は全
て 10％以下である（Institute of International 
Education, 2011）。
　以上のように，アメリカの修士における女性の
比率は半数を占めており，その比率は年々増加し
ている。また，外国人の比率は 1割程度であるが，
彼らに人気のある分野は，マネジメントと工学が
突出して高い。
4.　入学希望者，卒業生，企業
4.1.　入学希望者
　ビジネス関連の大学院（MBAなど）への入学
希望者に関しては，mba.com Prospective Students 
Survey（2011）のデータを分析する。この調査は，
ビジネス関連の大学院（MBAなど）に入学を希
望する人を対象に情報を公表しているmba.com
（HP）に入力を行った 39,772 人に対して，ウェ
ブ上で調査を行ったものである（表 1を参照）。
　ビジネス関連の大学院（MBAなど）への入学
希望者の，①人気の高いプログラムと入学動機，
②入学への不安要因と資金，について以下で考察
する。
　4.1.1　人気の高いプログラムと入学動機
　ビジネス関連の大学院への入学希望者に人
気が高いプログラムは，① 2 年制のフルタイム
（46％），② 1年制のフルタイム（42％），パート
タイム（42％），である。古典的なフルタイム（2
年制）への入学希望者が多いのが特徴である。
　基本的にフルタイムでは，20 歳代から 30 歳代
初めの若い学生に対するホワイトカラーへの職業
訓練的機能を備えている。反面，そのような機能
を十分には経験できないオンラインは，14％と人
気が低い。サテライトキャンパスを除くと，自己
学習が中心となるオンラインの学生には，仕事を
続けながらMBA学位の取得を目指す医師や弁護
士など，すでに専門職の人が多いからだろう。
　mba.com Prospective Students Survey（2011）では，
ビジネススクールのプログラムを，① Full-Time 
MBA， ② MBA/Professionals， ③ Business 
Masters，の 3種に区分している。
　「フルタイムMBA」（Full-Time MBA）とは，
1年から 2年間の昼間にキャンパスに通学して学
位を取得できるプログラムのことである。一方，
1年の間で土日や夜間に授業が開講され，MBA
学位を取得できるプログラムを「パートタイム」
と呼ぶ。近年注目を集めているのが，ウェブだけ
を使用してネット上（またはサテライトキャンパ
スを使用）で学位が取得できる「オンライン」教
育である。なかには，フルタイムやパートタイム
とオンラインを組み合わせて学位の取得を目指す
方法もある。
　 な お，Application Trends Survey（2010） で は，
MBAの内容を，① Online MBA，② Executive 
MBA， ③ Full-time 1-year MBA， ④ Flexible 
MBA， ⑤ Part-time MBA， ⑥ Full-time 2-year 
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MBA，に 6区分するほど，多様なプログラムが
存在している。
　「MBA/ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 」（MBA/
Professionals）とは，MBAの中でも専門性があ
るもの，例えば，会計学でのMBA学位，税金学
でのMBA学位，金融学でのMBA学位などがあ
る。会計学でのMBAの場合，すでに会計士や
税理士の人を対象にするなど，専門性が高くな
る。また，MBA学位とMS（Master of Science）
学位の両方を 2 年間で取得できるようなプログ
ラムもある。1年目のMBAのコースでビジネス
一般のことを学び，2年目でスポーツ・マネジメ
ントやプロダクション・マネジメントなど，専
門分野の学位をさらに取得できる制度（Dabble 
Degree）もある。GMAC 調査では，part-time，
flexible，online/distance learning，executive 
MBA，をこの区分に含んでいる。
　「 ビ ジ ネ ス 修 士 」（Business Masters） と
は，MBA 学 位 の 取 得 で は な く，Master of 
Management，Master of International Business，
Master of Technology Management など，ビジ
ネス関連の学位を与える大学院のことである。
　入学希望者はビジネス関連の大学院（MBAな
ど）に対して，どのような期待を抱いているか。
表 2は，入学希望者の期待をプログラム別に整理
したものである。
　フルタイムMBAでは，①ネットワーキングの
機会，②自分の立場を効率的にコントロールする
能力，③チャレンジ /興味深い仕事，の順に指摘
されている（表 2を参照）。教室で顔を見合わせ
て授業を受ける利点として，人脈やネットワーク
を重視するのだろう。大学で新しいことにチャレ
ンジし，興味深い仕事を探すためにも，2位に挙
げられている自分の立場を効率的にコントロール
する能力，つまり，自己管理は必要である。仕事
経験が浅い 20 歳代から 30 歳代初めの若い学生に
とって，将来の管理職を目指すために必要なスキ
ルである。
　MBA/ プロフェッショナルでは，①自分の市
場価値と競争優位を保つ，②自分の立場を効率的
にコントロールする能力，③成功するのに必要
な自信，が指摘されている（表 2を参照）。MBA
学位とスポーツ・マネジメントやホスピタリ
ティーなど，2つの学位が同時に取得できるプロ
グラムへの入学希望者の目的は，MBA学位だけ
を取得できるプログラムよりも，意識がより自分
の内部へと向かう傾向が強い。つまり，自分の市
場価値や競争優位，自己管理，自分への自信とい
う，すべて自分自身に関連した要素が強い。ビジ
ネス全体をターゲットとしている一般のMBAよ
りも，自分の関心のある専門分野だけに的を絞っ
た目的のほうが，自分の専門性（プロフェッショ
ナル性）を満足させる。強いプロフェッションを
持ちたい人達が集まっているのだろう。
　ビジネス修士では，①自分の立場を効率的にコ
ントロールする能力，②成功するのに必要な自信，
③周りの認識を高める，が指摘されている（表 2
を参照）。自己管理や自信を高めることが重要な
のはもちろんのこと，周りの認識を高めるという，
人脈よりも少し曖昧な動機が 3位に挙げられてい
る。ビジネス界でのキャリアを目指してMBA学
位を狙う学生よりも，MBAではない大学院資格
を狙う入学希望者の場合，そのキャリアの目的が
幅広いのだろう。年齢も若く，大学からストレー
表 2　プログラム・タイプによるビジネス関連の大学院（MBAなど）への期待
順位
1
2
3
フルタイムＭＢＡ MBA/ プロフェッショナル ビジネス修士
ネットワーキングの機会 自分の市場価値と競争優位を保つ 自分の立場を効率的にコントロー
ルする能力
自分の立場を効率的にコントロー
ルする能力
自分の立場を効率的にコントロー
ルする能力
成功するのに必要な自信
チャレンジ /興味深い仕事 成功するのに必要な自信 周りの認識を高める
注）Motivational Profiles, by Program Type（2009 & 2010）,（�����������������������������������, 2011, p. 13）から
抜粋。
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トに大学院に進学してくる学生が多いため，自分
以外の周りを気にする傾向が強い。
　以上のように，3つのプログラムの入学希望者
に共通するのが，「自分の立場を効率的にコント
ロールする能力」である。ビジネス関連の大学院
において，自己管理をする能力はすべてのプログ
ラムの基本的なスキルのようだ。
　一方，MBA/ プロフェッショナルが 3 位に，
ビジネス修士への入学希望者が 2 位に指摘した
「成功するのに必要な自信」とは，自信の内容が
異なるだろう。MBA/プロフェッショナルの場合，
プロフェッショナル市場において自分を信じる能
力が必要である反面，ビジネス修士の場合，学生
の年齢が若いこともあり，競争の激しいビジネス
界を乗り切っていく，または，よりよい仕事を見
つけるための自信であろう。
　4.1.2　入学への不安要因と資金
　ビジネス関連の大学院（MBAなど）への入学
希望者の中でも，アメリカ人が最も心配するのが，
ビジネススクールに通うための時間とエネルギー
であり，さらに卒業後の結果よりも，学費などの
資金についてである。アメリカ人の多くが高い
ローンを抱えながら，ビジネススクールに通うか
らである（Application Trends Survey, 2010）。
　一方，アジア人の場合，資金に対してはア
メリカ人の 3 分の 1 程度しか心配していない
（Application Trends Survey, 2010）。彼らが心配する
のは，卒業後にどうなるかである。アメリカに留
学してまでビジネス関連の学位（MBAなど）を
取得するからには，その後の進路に大きな期待を
抱く。もちろん，資金的な支援をしてくれる親や
親族などからのプレッシャーも小さくはなかろう。
　アメリカ人のビジネス関連の大学院（MBAな
ど）への入学希望者の資金の内容を見てみると，
ローンを組む予定の人が 30％と最も多く，続い
て，21％が個人的な報酬および預金，19％が奨
学金と続いている 2）。なかでも，アメリカ人は
親の支援が 9％と最も少ないのに対して，アジア
人は 28％と最も多いのが特徴である（Application 
Trends Survey, 2010）。
4.2.　卒　業　生
　ビジネス関連の大学院（MBAなど）の卒業生
に関しては，Alumni Perspectives Survey（2011）の
データを分析する。この調査は，ビジネス関連の
大学院（MBAなど）を卒業した 6,877 人を対象
に調査したものである（表 1を参照）。
　ビジネス関連の大学院（MBAなど）の卒業生の，
①仕事の探し方と分野，選択理由と，②給与と学
位への評価，について以下で考察する。
　4.2.1　仕事の探し方と分野，選択理由
　ビジネス関連の大学院（MBAなど）を卒業し
た学生は，どのように仕事を探すのか。その方法
は，①個人的なコンタクト（37％），②オンキャ
ンパス・インタビュー（20％），③卒業生のネッ
トワーク（10％），である（Alumni Perspectives 
Survey, 2011）。個人の人脈やウェブなど，個人的
なコンタクトを活用して彼らは仕事を探す。逆に，
大学のキャリア・オフィス（オンキャンパス・イ
ンタビュー）を通して就職する人は少ない。キャ
リア・オフィスは学生数の少ない大学院生よりも，
数が多い大学生の就職を中心的にサポートする。
また，大学院生になると，職務経験が豊富な学生
も多く，人脈や就職方法（ウェブを活用など）に
精通している。優秀な学生ほど大学の支援は必要
なく，自分で仕事を探すようだ。
　続いて，彼らが仕事を得た分野は，①コンサル
ティング（56％），②財務 /会計（48％），③製造
/ サービス（44％），と続いている。さらに，彼
らの実際の雇用主は，①財務 /会計（22％），②
製造 / サービス（20％），③コンサルティング
（15％），である（Alumni Perspectives Survey, 2011）。
彼らが仕事を得られる分野として，コンサルティ
ング，財務 /会計，製造 /サービスが中心であり，
実際に仕事をするのもその分野である。
　さらに，彼らが現在の仕事を続ける理由とし
て，①自分の価値が会社に理解されているため
（48％），②自分のキャリアにおける長い戦略を考
えているため（43％），③現在が自分のキャリア
計画の一部であるため（38％），という回答が挙
げられている（表 3を参照）。
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　これらの理由はすべて，会社に理解されるこ
と，自分のキャリアの長期戦略のため，または自
分のキャリア計画の一部であるという，すべて自
分を中心に回答されている。仕事に自分を合わせ
るよりも，自分に仕事を合わせることで，自分の
キャリアプランを実現させることが重要なのだろ
う。逆に言えば，「MBAは自分中心的である」「自
分のことしか考えない」と，社会に一般に言われ
る理由である。仕事を自分に合わせるのは積極的
な態度で良いかもしれないが，仕事自体に対する
関心や愛着，周りの人との協働などといったもの
を，彼らが重視する姿勢は少ないようだ。
　続いて，彼らが仕事で満足するために必要な要
因としては，①情熱（仕事を楽しむ能力）（35％），
②給与（18％），③自分に対しての認識（18％），
と続いている（表３を参照）。給与イコール自分
自身への成績とでも見ているのか，彼らは自分自
身を満足させるためにキャリアを築くようだ。
　キャリアを向上させるための戦略としては，①
より高いレベルの企画に参加する（54％），②高
いレベルの管理職との関係を築く（53％），③現
在の分野に留まる（50％），と続いている（表 3
を参照）。彼らが仕事に満足するためには，自分
自身やキャリアを満足させることが重要であり，
そのために，より高いレベルを目指した企画への
参加や管理職との人脈を必要とするようだ。
　総括すると，ビジネス関連の大学院（MBAな
ど）の卒業生の仕事に関する意識は，第一に，自
分のキャリアや情熱を満足させるものであり，自
分が仕事の一部になるよりも，あくまで仕事が自
分のキャリアの一部になることを要求する。さら
に，キャリアの向上に対しては積極的で，より高
いレベルの仕事や人脈を目指す傾向が強い。
　そして，彼らの 76％が最初に仕事を得る際に
は，ビジネス関連の大学院（MBAなど）の学位
が必要だと考えている。つまり，自分を仕事にで
はなく，仕事を自分に合わせるくらいの高いレベ
ルから仕事を始めるためには，ビジネス関連の大
学院（MBAなど）の学位は少なくとも必要だと
考えている。加えて，彼らの 88％が，実際にそ
のような仕事を得ることができたという統計結果
からは，社会も彼らのビジネス関連の大学院の学
位（MBAなど）を高く評価していることの表れ
だろう（Alumni Perspectives Survey, 2011）。
　なお，彼らが考える経済が与える仕事への影
響については，①低い給与（48％），②希望する
仕事に就けない（36％），③自分の質が高すぎる
（35％），と続いている（Alumni Perspectives Survey, 
2011）。表３で示した彼らの自分のキャリアに対
する積極的な姿勢の裏返しとして，景気が悪くな
れば，必然的に彼らが最も気にする給与や仕事の
内容が落ちると考えている。また，自分の質が高
すぎると認識しているということは，それだけ彼
らが高いプライドを持っていることの裏返しであ
ろう。
　4.2.2　給与と学位への評価
　彼らが満足すると考える給与の平均年間金額は，
72,917 ドルである。一方，給与が 7万ドルに下が
ると不満足と感じ，7 万 5000 ドルに上がると満
足を感じる。つまり，彼らが考える自分たちの平
均的な市場価値は，7 万 2000 ドル程度のようだ
（Alumni Perspectives Survey, 2011）。
　さらに，彼らの職務経験が 1.25 年以下の場合
表 3　ビジネス関連の大学院（MBAなど）の卒業生の仕事に関する意識
順位
1
2
3
仕事を続ける理由 仕事に満足する要因 キャリアを向上させるための要因
自分の価値が会社に理解されてい
るため（48％）
情熱（仕事を楽しむ能力）（35％） より高いレベルの企画に参加する
（54％）
自分のキャリアにおける長い戦略
を考えているため（43％）
給与（18％） 高いレベルの管理職との関係を築
く（53％）
現在が自分のキャリア計画の一部
であるため（38％）
自分に対しての認識（18％） 現在の分野に留まる（50％）
注）Reason for Continuing Current Employment After Graduation（Class of 2019）と Key Drivers of Job 
SatisfactionとAlumni Strategies for Career Development（��������������������������, 2011，p. 8, 10, 12）から抜粋。
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における給与の平均金額は 8 万 4000 ドル，1.26
年から 4.25 年の職務経験で 9 万 5000 ドル，4.26
年以上の職務経験で 10 万 3000 ドルと，上述した
7万 2000 ドルという平均は，彼らが満足を感じ
る最低ラインを意味しており，職務経験を積むほ
ど，その金額は上がっていく（Alumni Perspectives 
Survey, 2011）。
　続いて，彼らのビジネス関係の大学院（MBA
など）の学位に対する認識としては，95％が自ら
の学位を素晴らしい（outstanding, excellent, or 
good）と評価している。上述したような高給が
約束され，実際に目的が果たされれば，それは自
分が取得したビジネス関連の学位（MBAなど）
に対する自信も深まるだろう。彼らを自己中心的
および自己認識が高い人材にビジネススクールが
育成したとしても，それを容認・受容する社会や
企業が存在すれば，それはお互いに補完する。
　さらに，彼らが今後も継続して教育を受けたい
スキルとしては，①キャリアの管理方法（38％），
②戦略的計画（29％），③人脈（26％），である。
彼らの関心の一番は，自分自身のキャリアであり，
そのキャリアを生かすために戦略的計画の立て方
や発想を常に新しくしていく必要があり，その戦
略をうまく運ぶためには人脈が必要ということな
のだろう。
4.3.　企　　　業
　企業に関しては，Corporate Recruiters Survey
（2011）のデータを分析する。この調査は，世界
の企業 905 社に在職する 1,509 人の社員（うち
70％がアメリカ企業，欧州企業が９％，APEC
企業が 9％）に対して，MBAホルダーの社員の
雇用に関する意識を調査したものである（表１を
参照）。
　この調査から，①MBAの雇用と，②給与とス
キル，について以下で考察する。
　4.3.1　MBAの雇用
　MBAホルダーを雇用する企業の平均比率は，
2008 年に 59％，2009 年に 50％，2010 年に 62％，
2011 年（N＝ 1,339 人：計画）では 67％，である。
この 67％という比率は，2011 年度（計画）にお
ける大学院でのビジネス関係や専門の学位，同じ
産業からの職務経験者の求職者を雇用する比率で
ある 62％よりも高い。さらには，大学の学部全
体の求職者から雇用する比率である 56％よりも
高い。実際に，2011 年に１社平均では，MBAホ
ルダーをその年の採用人数の 11.7％も雇用してい
る。
　さらに，フルタイムのプログラムを卒業した
MBAホルダーに関しては，79％の企業が積極的
に雇用していると回答しており，74％の企業が実
際に彼らを雇用しているという。一方，パート
タイムでMBA学位を取得した学生を積極的に雇
用しているのは 31％だけであり，実際に雇用し
ているのも 53％だけである（Alumni Perspectives 
Survey, 2011）。
　MBAホルダーの就職の分野別調査では，アメ
リカの場合は，①財務，②会計，③マーケティ
ング /セールスであるが，アジア（APAC）では，
①マーケティング /セールスが突出して高く，②
ビジネス開発，③コンサルティング，と続いてい
る（Alumni Perspectives Survey, 2011）。
　基本的に，3年から 4年の職務経験のあるフル
タイムのプログラムを卒業したMBAホルダーに
対する企業の雇用意欲は，他の大学院の学位，ま
たはビジネス関連の大学の学部の学位取得者より
も高い 3）。
　4.3.2　給与とスキル
　MBAホルダーの給与に関しては，アメリカが
平均で 91,433 ドル，欧州ではさらに 91,693 ドル
と高く，逆にアジア（APAC）では 30,315 ドル
であった（Alumni Perspectives Survey, 2011）。この
数字は，他の分野での大学院学位の取得者と比較
して，どの地域も 2万ドル程度は高い。なお，大
学の学部の卒業生の給与の場合，アメリカでは平
均で 50,180 ドル，欧州では 35,728 ドル，アジア
（APAC）で 8,901 ドルと，学部の卒業生との差
はさらに大きくなる。MBAホルダーは高給取り
であると言われる理由であろう。
　企業が認めるMBAホルダーの特性としては，
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①イニシアティブ（77％），②プロ意識（77％），
③動機（76％），④一貫性（76％），⑤ストレス
耐性（75％），と続いている。MBAホルダーの
スキルとしては，①コミュニケーション・スキ
ル（86％），②戦略的スキル（67％），③成果主義
（66％），④核心的なビジネス知識（63％），⑤変
化を管理する能力（61％），である（表 4を参照）。
　地域別にみてみると，アメリカでは，①成果主
義（71％），②技術的および量的解析能力（67％），
③異なる分野へのビジネススキルの応用（55％），
であるのに対し，アジア（APAC）では，１位と
2位はアメリカと同じだが，3位に交渉力が入っ
ている。
　企業はMBAホルダーの特性として，イニシア
ティブ，プロ意識，動機など，仕事に対する積極
的な姿勢や意欲を認めている。一方，MBAホル
ダーに求めるスキルとしては，実践的なコミュニ
ケーション・スキル，戦略的スキル，核心的なビ
ジネス知識という，ビジネススクールでの主な学
習内容のようだ。
5.　終 わ り に
　AACSB International（2012）のデータをまと
めると，次のような 2つの発見があった。
　第 1に，アメリカでMBAを持っている大学は
500 校程度，Specialized Master’s Degree を含め
ると，800 校程度存在する。また，アメリカのビ
ジネススクールは，ほとんどの大学が学部と修士
レベルの両方のプログラムを持っており，MBA
の主流はフルタイムよりもパートタイムである。
　アメリカの大学院レベルのビジネススクール
は，日本の学部のビジネス学部と機能等価ではな
いかと考えている。そのために，アメリカの企業
は管理職の人材をビジネススクールから主に採用
し，日本では学部から採用するという違いがある
のだろう。
　第 2に，アメリカの修士における女性の比率は
半数を占めており，その比率は年々増加している。
また，外国人の比率は 1割程度であるが，アメリ
カで外国人に人気のある分野としては，マネジメ
ントと工学が突出して高い。
　GMAC調査のデータをまとめると，次のよう
な 3つの発見があった。
　第 1 に，ビジネス関連の大学院（MBAなど）
への入学動機は，自分に対する自信や自己管理能
力，さらには市場価値や競争優位を高めるという
ような，自分を高めたいという欲求が大きい。逆
に，不安な要素としては，アジア人は卒業後の
キャリア，アメリカ人は在学中の資金面に関する
心配が大きい。その理由は，ビジネス関連の大学
院（MBAなど）へのアメリカ人の入学希望者の
5割程度は，個人的な預金やローンによって資金
を賄っているからである。
　第 2 に，ビジネス関連の大学院（MBAなど）
の卒業生に関しては，仕事に対する意識として，
第一に自分のキャリアや情熱を満足させるもので
あり，自分が仕事の一部になるよりも，あくまで
仕事が自分のキャリアの一部になることが要求
される。さらに，キャリアの向上に対しては積極
的で，より高いレベルの仕事や人脈を目指す傾向
が強い。彼らが期待する給与の最低ラインは 7万
表 4　MBAホルダーに対する特性とスキル
順位
1
2
3
4
5
MBAホルダーの特性 MBAホルダーのスキル
イニシアティブ（77％） コミュニケーション・スキル（86％）
プロ意識（77％） 戦略的スキル（67％）
動機（76％） 成果主義（66％）
一貫性（76％） 核心的なビジネス知識（63％）
ストレス耐性（75％） 変化を管理する能力（61％）
注）Desired Traits Employees Seek in New 2011 MBA Hires と Desired Knowledge, Skills, 
and Abilities Employers Seek in New 2011 MBA hires（���������������������������, 
2011，p. 15）から抜粋。
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2000 ドルであり，職務年数に比例して上がって
いく。
　第 3に，企業の意識としては，3年から 4年の
職務経験のあるフルタイムのプログラムを卒業し
たMBAホルダーに対する企業（財務や会計，コ
ンサルティング関連が中心）の雇用意欲は，他の
大学院の学位またはビジネス関連の大学の学部
の卒業生よりも高く，1社平均で 12 人くらいの
MBAホルダーを雇用している。
　また，企業はMBAホルダーにイニシアティブ，
プロ意識，動機など，仕事に対する積極的な姿勢
や意欲を認めていると同時に，MBAホルダーの
スキルとしては，実践的なコミュニケーション・
スキル，戦略的スキル，核心的なビジネス知識と
いう，ビジネススクールでの主な学習内容が認め
られている。
　なお，これらのデータ分析からは，ビジネスス
クールの全体的な傾向を大まかに理解すること
はできたが，実際のビジネススクール間の格差や，
個々のビジネススクールが多様化している現状に
関しては，ほとんど何もわからない。そこで必要
なのは，各ビジネススクールに対する詳細な実態
調査である。個々のビジネススクールの現状を知
ることによって，本稿のデータから得た情報も含
めて，アメリカのビジネススクールの実像が見え
てくるだろう。
るのに対し，日本はたった 0.7％である（小池・猪木，2003，
p. 43）。つまり，アメリカでは管理職の人材を，学部よりも
ビジネススクールや大学院から採用する傾向が強い。
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【注】
１）この研究は，吉原英樹（神戸大学名誉教授）との共同研究
の一部である（研究成果の一部は，参考文献を参照された
い）。
２）アメリカでは教育にかける費用が高すぎる一方で，教育の
価値が落ち続けているという警告もある。ローンを抱える
学生が卒業後もローン地獄に苦しむ比率が高まっている
（Reynoles, H. G. 2012）。
３）日本の大学卒の管理職は 84.3％である反面，アメリカでは
32.7％である。そして，日本の大学院卒の管理職が 1.9％
であるのに対し，アメリカでは 60.9％であった。なかでも，
MBAホルダーの管理者の比率は，アメリカでは 37.0％であ
（2014 年 8 月 18 日　受稿）2014 年 9 月 21 日　受理
